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し
た
い
，
｜
・
神
崎
は
狙
い
を
そ
う

晤
る
。

活
動
は
、
阪
神
大
歴
災
の
敦
訓

か
ら
生
ま
れ
た
。
仮
設
住
宅
な
ど

で
高
齢
者
の
孤
独
死
や
震
災
関
連

死
が
社
会
問
題
化
。
県
看
護
協
会

は
「
地
域
に
も
学
校
の
保
健
室
の

よ
う
な
住
民
が
趣
康
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
場
所
が
必
要
」
と
指
摘
、
平

成
狙
年
に
県
内
で
ス
タ
ー
ト
。
以

凸
ひ
げ
ｃ
ｐ
ｌ
Ｌ
Ⅱ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
Ｉ
９
７
■
●
■
Ｐ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
ｂ
ｒ
Ｐ
西
口
，
』
□
戸
６
‐
Ｏ
Ｂ
Ｃ
け
０
０
０
Ｋ
・
冊
。
■
■
▽
●
Ｆ
Ⅱ
映
卜
ｄ
ｑ
０
Ｉ
■
Ⅱ
Ｐ
０
Ｐ
ｈ
ｌ
二
・
・
‐
字
Ｉ
リ
ロ
ー
ｑ
Ｐ
ｑ
－
Ｉ
・
口
Ⅱ
０
６
０
－
Ｆ
卜
。
Ｐ
▲
ロ
ワ
⑧
１
１
９
０
０
１
ｂ
ｑ
０
ｌ
‐
●
１
●
‐
ｆ
Ｄ
ｐ
－
－
Ｃ
・
一
－
十
七
‐
ｂ
‐
‐
１
－
１
－
Ｌ
‐
■
－
‐
■
凸
。
ロ
ー
Ｉ
‐
１
‐
６
－
『
－
‐
＋
０
６
－

－－｛｜》一Ｕ’’０－‐一一一一一一一『一（ヨノ》」

隆
、
全
国
に
も
広
ま
っ
て
い
る
。

神
崎
が
看
護
師
の
道
を
歩
み
始

め
た
の
は
「
手
に
噸
を
持
ち
な
さ

い
」
と
い
う
母
の
勧
め
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
昭
和
弱
年
、
大
阪
府

立
公
衆
衛
生
専
門
学
校
看
護
科

「
ま
ち
の
保
健
室
」
は
看
護
の
原
点

（
現
大
阪
府
立
大
看
謹
宇
部
）
に

入
学
す
る
と
、
看
謹
の
世
界
に
の

め
り
込
ん
だ
。
「
人
の
頭
を
洗
っ

て
あ
げ
た
り
、
脈
を
と
っ
て
あ
げ

た
り
、
ほ
か
の
学
校
で
学
ば
な
い

こ
と
が
新
鍔
な
驚
き
だ
っ
た
一
と

い
－
つ
。

卒
業
後
、
丞
奴
府
立
急
匿
期
。

総
合
医
顧
セ
ン
タ
ー
で
約
７
年

半
、
救
急
患
者
が
獅
蓬
さ
れ
ゑ
蘂

中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
〃
蔭
羅

場
“
を
経
験
し
た
。
「
命
を
救
う

かんさき・はつみ大阪市出身。昭和62年、大N反府立公衆衛生
零Ｆg当ｺﾞ尭蜀霞E科（現大阪府立大藏園Z学部）卒。府立急性期・総合
医療センター勤奮、神戸T伊圖霞大助手などを経て、平成22年４戸
から県立大地域ケア開発研究所教授。キャンパスのある明石市を
中心に、住民の健康を管理する「まぢの保健室」や、学校での
「減災教育」などをｵｾ直進。東日本大震災では、宮城県石巻市の避
難所などで支援にあたった。１７年、大阪大大学院（保健学専攻）
樽ナヨ田】皇修了。

、蛤

。
）

看
謹
師
」
に
や
り
が
い
を
感
じ
た

が
、
当
時
の
看
璽
翻
長
か
ら
一
患

者
さ
ん
が
回
復
す
る
姿
を
み
た
こ

と
な
い
で
し
ょ
う
」
と
勧
め
ら

れ
、
同
セ
ン
タ
ー
の
整
形
外
科
に

異
励
し
た
。
今
度
は
２
年
９
力

月
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
病
を
持
つ

患
者
に
向
き
合
っ
た
。

「
医
師
は
病
気
の
診
断
と
治
尿

に
取
り
題
む
が
、
寳
麺
師
は
患
看

の
日
常
の
世
話
か
ら
容
体
の
観
察

を
通
し
心
と
体
に
接
す
る
。
医
寂

の
核
に
な
る
鰄
粟
」

そ
う
信
じ
て
力
を
注
ぐ
の
が
、

看
護
学
校
を
率
蘂
し
た
新
人
看
護

師
ら
が
病
院
で
受
け
る
「
卒
後
院

内
歎
育
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
中

に
「
ま
活
の
保
健
室
」
を
取
り
入

れ
る
活
動
で
、
県
看
謹
温
会
が
平

成
皿
年
か
ら
進
め
て
い
る
。

肴
鰹
節
は
過
酷
な
医
療
現
場
に

瞳
み
、
ミ
ス
が
許
さ
れ
な
い
激
務

だ
。
と
く
に
女
性
肴
鰹
節
は
結
婚

や
出
産
な
ど
で
離
職
す
る
率
が
高

い
。
「
ま
ち
の
保
健
室
」
で
地
域
住

民
と
直
接
鯉
れ
合
い
、
「
看
璽
が

お
も
し
ろ
い
」
と
再
発
見
し
て
も

ら
う
の
が
願
い
だ
。
「
自
分
が
ど

う
い
う
雷
電
を
し
た
い
の
か
を
思

い
出
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
。

そ
ん
な
神
崎
が
薇
鍾
の
あ
り
方

を
見
つ
め
直
す
騒
会
に
な
っ
た
の

が
、
東
日
本
大
震
災
だ
っ
た
。

（
文
中
敬
称
略
）
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東
日
本
大
震
災
直
後
、
宮
城
県

石
巻
市
の
市
立
石
巻
中
学
校
で
開

設
さ
れ
た
避
難
所
は
１
千
人
近
い

被
墾
壱
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
県
看

護
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
県
立
大

地
域
ケ
ア
開
発
研
究
所
教
授
、
神

崎
初
美
（
妬
）
は
、
避
難
所
の
ス
タ

ッ
フ
か
ら
「
こ
こ
に
は
医
療
班
が

い
な
い
ん
で
す
」
と
聞
か
さ
れ
、

決
意
を
固
め
た
。

「
被
樂
者
の
健
康
を
私
た
ち
で

守
る
」

校
舎
２
階
の
特
別
教
室
を
借
り

て
臨
時
の
診
療
所
を
置
き
、
同
じ

派
遣
チ
ー
ム
の
医
師
と
と
も
に
毎

日
約
１
０
０
人
の
被
災
者
の
診
察

と
看
謹
を
続
け
た
。
風
邪
に
よ
る

発
熱
、
せ
き
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
目
立
ち
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

の
持
病
を
抱
え
る
被
災
者
の
体
調

は
予
断
を
許
さ
な
か
っ
た
。

リ
ウ
マ
チ
看
護
を
専
門
と
す
る

神
崎
は
、
リ
ウ
マ
チ
患
者
を
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
づ
い
て

「
痛
み
は
な
い
で
す
か
。
体
育
館

で
の
寝
泊
ま
り
は
つ
ら
く
な
い
で

す
か
」
と
声
を
か
け
た
。
ど
の
人

も
「
大
丈
季
亡
と
答
え
た
が
、
必

死
で
耐
え
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ

た
。チ
ー
ム
は
３
月
⑬
～
羽
日
、
石

巻
市
や
仙
台
市
、
松
島
町
な
ど
宮

、
」

り
県立大地域ケア開発研究所教授神崎初美さん(46)④
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現
地
の
医
師
や
看
護
師
の
多

く
が
被
災
し
て
お
り
、
医
療
に
取

り
組
む
人
材
が
不
足
し
て
い
た
。

「
災
害
に
備
え
、
住
民
が
普
段
か

ら
簡
単
な
看
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介
謹
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被
災
地
の
ダ
メ
ー
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想
像
以

上
に
深
刻
だ
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被
災
者
の
食
事
が
い
ま
だ
に
パ
ン

と
牛
乳
、
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
野

菜
ジ
ュ
ー
ス
程
度
し
か
な
か
っ
た

の
だ
。
「
そ
れ
で
も
被
災
者
は
我

値
し
て
い
る
。
そ
の
光
景
に
寒
々

６

東日本大震災の被災地の避難所で、被災者の看
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後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
被

蝉
地
か
ら
戻
り
、
伊
丹
（
大
阪
）

空
港
に
降
り
立
っ
た
と
き
に
む
な

し
さ
に
鰹
わ
れ
た
。
短
文
投
稿
サ

イ
ト
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
で
、
「
だ

れ
か
石
巻
中
で
聴
き
出
し
を
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
何
度
も
書
い

た
。効
果
は
大
き
か
っ
た
。
被
溌
麺

の
現
実
を
知
っ
た
神
崎
の
〃
叫

び
〃
を
読
ん
だ
東
京
都
内
の
イ
タ

リ
ア
料
理
店
経
営
者
が
ま
も
な

く
、
ほ
か
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
協
力

を
馨
り
、
「
美
鵬
し
い
食
べ
も
の

届
け
隊
」
を
結
成
し
た
。
被
災
地

で
月
数
回
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ら
で

は
の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
炊
き
出
し

を
始
め
た
の
だ
。
ほ
か
に
も
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
や
ピ
ア
ニ
ス
ト
ら
、
神

崎
が
「
顔
も
見
た
こ
と
が
な
い

人
」
が
被
弊
地
支
援
に
立
ち
上
が

っ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
被
弊
地
の
医
療
態
勢
の

整
備
も
少
し
ず
つ
前
進
し
た
。
６

月
中
旬
に
石
巻
中
を
訪
れ
た
際
に

は
、
衛
生
面
で
不
安
が
あ
る
も
の

の
、
現
地
の
看
護
師
ら
が
て
き
ぱ

き
と
被
擁
著
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

進
め
て
い
た
。
学
校
の
教
員
ら
に

も
笑
顔
が
戻
っ
て
い
た
。

「
み
ん
な
が
湾
擁
自
失
と
し
て

い
た
震
災
直
後
を
思
う
と
、
感
動

が
こ
み
上
げ
て
き
た
」

（
文
車
敬
称
略
）
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
奔
走
す
る
県

立
大
地
域
ケ
ア
開
発
研
究
所
教
授

で
看
謹
師
の
神
崎
初
美
（
蛆
）
。
そ

の
神
崎
が
災
害
看
謹
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
も
う
一
つ
の
活
動
の
柱

に
し
て
い
る
の
が
、
学
校
で
災
害

へ
の
備
え
を
教
え
る
「
減
災
教

育
」
だ
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
岩
手
県

釜
石
市
の
小
中
学
生
計
約
３
千
人

の
ほ
ぼ
全
員
が
津
波
か
ら
避
難
で

き
た
「
釜
石
の
奇
跡
」
が
あ
っ
た

一
方
、
宮
城
県
石
巻
市
の
あ
る
小

学
校
で
は
多
く
の
児
童
が
逃
げ
遅

れ
、
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
事

前
の
防
災
意
識
の
差
が
明
暗
を
分

け
た
た
め
、
防
災
・
減
災
に
向
け

た
学
校
の
取
り
組
み
の
重
要
性
が

見
直
さ
れ
た
。

神
崎
は
以
前
か
ら
「
災
害
が
昼

間
に
発
生
し
た
場
合
、
家
族
が
ぱ

ら
ぱ
ら
の
場
所
に
い
る
こ
と
が
多

い
。
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
事
情
を

知
り
、
い
さ
と
い
う
と
き
に
は
弱

い
立
場
の
高
齢
者
や
子
供
の
力
に

な
れ
る
の
は
中
学
生
で
は
な
い

か
」
と
考
え
て
い
た
。

そ
こ
で
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
明

石
市
と
運
勢
し
て
市
内
の
中
学
校

に
働
き
か
け
、
「
減
災
教
育
」
授

野
、
、
診

、
．
Ｊ

〈
４
７
…

、
」

県立大地域ケア開発研究所教授神崎初美さん(46)⑦
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ル
帷
甘
叩
“
何
←
型
一
三
や
』
戸
と
入
」

海
］
岸
部
に
あ
り
、
地
震
や
津
波
頤
。
毎
年
、
試
行
錯
誤
で
練
、
直
す
。

か
ら
毎
年
数
日
間
か
け
、
神
崎
ら

が
講
師
と
な
り
、
授
業
で
「
災
害

が
起
こ
っ
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど

う
す
る
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。

』
温
に
弱
い
と
み
ら
れ
る
市
立
衣

川
中
学
校
を
適
定
。
平
成
四
年
度

中
学
で
「
減
災
授
業
」
命
守

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
い
方

な
ど
応
急
手
当
て
の
識
習
だ
け
で

は
な
い
。
生
徒
ら
が
学
校
周
辺
を

歩
い
て
避
難
場
所
な
ど
の
マ
ッ
プ

づ
く
り
を
し
た
り
、
避
難
所
の
被

ひ
ょ
う

iiii1蕊iii;iiiii蝋Ｉ …
：
ｌ
愚
一
、
…
ｆ
で
擴

齢
者
や
景
譽
へ
の
管
喜

考
え
；
し
て
き
た
．

配
置
に
は
鴨
大
覺
の
教

製
も
と
に
カ
ー
ド
式
の
「
蕊

所
鐘
ツ
ー
ル
」
を
開
発
し
た
。

「
物
資
が
不
足
」
「
病
気
に
な
っ

た
」
「
人
鬮
係
の
ト
ラ
ブ
ル
発

i￣O}

'し 正
炉
Ｈ
『
｜
」
ナ
垣
Ｌ
」
ｎ
戸
二
型
匡
十
一
釣
し
４
０
ヂ
ハ
＋
〈
１
１
０
ト
ー
字
②
』

を
順
番
に
引
い
て
灘
難
所
生
活
を
疑

似
体
験
し
、
「
食
べ
物
を
あ
け

教
る
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
」

難
な
ど
の
カ
ー
ド
を
相
手
に
渡
せ
ば

。
得
点
に
な
る
。

っ
授
業
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は

楽
「
楽
し
か
っ
た
。
で
衝
実
際
の
避

》罐繩》ト憐螺瀦麟
辨
刎
襲
簾
翼
酢
縢
溺

、
ｊ
で
は
な
く
、
漉
書
へ
の
想
像
力
や

》防災の意識づけが必要。授業
ん
で
そ
の
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
で
ほ

鑓
し
い
」
，

神
昨
年
ｎ
月
、
衣
川
中
で
の
授
業

る
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

鏑
経
験
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
「
被

瀧
書
が
広
範
囲
に
わ
陞
屡
Ｕ
、
震
災
か

て
ら
数
カ
月
た
っ
て
も
食
料
か
十
分

譜
に
届
か
な
い
鉾
難
所
が
あ
っ
た
」

露
鮮
蕊
繊
験
嬉

徒
「
樗
蘂
で
学
ん
だ
こ
と
｛
《
豪
族

》
艫
割
驫
議
蕊
江

仲
る
」
と
神
崎
○
災
霄
に
強
い
地
域

詞
づ
く
り
一
一
盲
指
す
看
護
師
の
挑
戦

認が鑪率》敬臘、この項は牛
明
島
要
平
が
担
当
し
ま
し
た
）

２
る
備
え
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７
世
紀
前
半
に
つ
く
ら
れ
た

と
み
ら
れ
る
石
舞
台
古
墳
は
、

最
大
約
卯
少
の
巨
石
を
釦
個
以

上
極
み
上
げ
た
総
璽
遮
約
２
３

０
０
少
の
巨
大
な
横
穴
式
石
室

を
持
つ
古
墳
。
石
室
は
全
長
四

厨
、
高
さ
４
．
７
勝
で
、
国
内

最
大
ク
ラ
ス
と
さ
れ
る
。

Ｃ
Ｇ
制
作
で
は
、
関
西
大
文

学
部
の
米
田
戴
蕊
教
授
（
考
古

学
）
ら
に
よ
る
歴
史
考
証
を
も

堯
琲
か
駿
謹
霧

、
分
間
の
映
像
に
ま
と
め
た
。

巨
石
を
積
み
上
げ
た
石
室
で
知
ら
れ
る
石
舞
台
古
墳
（
奈
良
県
明
日
香
村
）
の
築
造
の
様
子
な

ど
を
再
現
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
Ｃ
Ｇ
）
映
像
を
、
関
西
大
と
裏
早
大
、
明

日
香
村
な
ど
が
制
作
し
羽
日
、
公
開
し
た
。

人が先勝

④
Ｃ
Ｇ
で
再
現
し
た
石
舞
台
古

墳
の
築
造
の
様
子
。
多
く
の
人

々
が
巨
大
な
天
井
石
（
中
央

奥
）
を
運
ん
で
い
る

⑦
Ｃ
Ｇ
で
再
現
さ
れ
た
奈
良
県

明
日
香
村
の
石
舞
台
古
墳

Ⅱ
明
日
香
村
・
関
西
大
提
供

「
石
舞
台
」
の
造
り
方
再
現

蕊;HIK11jiiiiiiiiii

灘
と１勝とした謝依昊女流
東大阪市の大阪商業大学

鴬
公
開
さ
れ
た
映
像
は
、
解
説

な
ど
が
醤
か
れ
た
副
読
本
と
と

も
に
近
鍵
７
府
県
の
小
学
校
約

３
千
校
に
配
布
さ
れ
る
予
定
。

関
大
、
明
日
香
村
な
ど
Ｃ
Ｇ
制
作

で
行
わ
れ
、
午
後
６
時
詔
分
、

３
３
５
手
ま
で
で
白
番
の
謝
女

流
名
人
が
姐
目
半
勝
ち
し
た
。

残
り
時
間
は
両
者
と
も
に
１

分
。第
２
局
は
３
月
ｕ
日
、
京
都

市
上
京
区
の
平
安
女
学
院
「
有

栖
館
」
で
行
わ
れ
る
。

握
っ
て
先
番
と
な
っ
た
向
井

米
田
教
授
は
「
築
造
当
時
の
石

舞
台
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

匹
裂
は
、
上
辺
か
ら
ね
是
こ
【

；

税
高
額
滞
納
者
の

個
人
情
報
流
出
か

一
實
市
が
告
発
へ

寶
裏
：
霞
耐
塑
已
の

個
人
潟
が
劉
即
に
轍
山
し
た

可
罷
濯
が
蔓
っ
た
と
し
て
、

同
市
は
羽
日
、
磐
製
瞥
居

（
鳶
鑿
務
）
違
反
罪
で
近
く

蕃
兵
県
警
奉
莨
署
に
告
発
す
る

と
発
表
し
た
。

市
に
よ
る
と
、
市
筬
皿
辱
蘆

里
撹
蔦
需
塑
官
２
位
加

位
の
個
人
名
孟
叢
亘
警
、

金
額
な
ど
が
記
さ
型
」
文
書
が

２
月
上
旬
、
璽
馨
の
鴬
窪

繍
鱗
灘
蕊
諜
難
繍

剛
繍
護
議
螺
繕
轤

揃
塾
譲
な
ど
を
す
る
。

田
治
倉
田
氏
は
「
本
気
で
『
ロ
ー
カ
ル
政
治
家
』
を
目

倉
政
辨
船
鷆
切
瀞
魎
襲
潔
蕊
鮎
扉

蕊
蕊
購
鯛
瀞
護
蓬

の
雛
蝦
駝
鑑
零
瀧

は
里
に
広
が
り
、
混
戦
篤

に
。
謝
女
流
名
人
が
下
辺
に
打

っ
た
白
１
７
８
ア
テ
に
、
時
間

が
な
く
な
っ
た
鼻
五
段
は
手

を
抜
い
て
中
央
へ
。
こ
れ
が

「
痛
恨
の
ミ
ス
」
（
石
井
九

段
）
で
、
下
辺
が
コ
ウ
に
。

句
序
丘
変
さ
下
囚
Ｄ
黒
地
を

え
室
な
ど
に
郵
送
さ
れ
た
。

市
は
、
滞
納
整
理
課
に
皿
年

度
末
以
降
、
在
籍
し
た
現
職
職

員
を
事
情
聴
取
し
た
が
、
流
出

ル
ー
ト
を
特
定
で
き
な
か
っ

た
。
一
方
、
同
課
に
は
、
県
警

が
沁
日
に
業
務
上
横
領
容
疑
で

逮
捕
し
た
元
総
務
部
参
事
の
土

井
義
文
容
疑
者
（
卵
）
と
元
債
権

整
理
課
長
補
佐
の
西
田
芳
光
容

疑
者
（
卵
）
Ⅱ
と
も
に
懲
戒
免
職

Ⅱ
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
両
容
疑
者
に
つ
い
て
、

市
は
「
事
情
聴
取
で
き
て
い
な

い
」
と
し
て
お
り
、
容
疑
者
不

明
の
ま
圭
笙
ロ
発
す
る
と
い
う
。

「
十
段
戦
」
は

き
ょ
う
開
幕

「
第
印
期
十
段
戦
五
番
勝

負
」
第
１
局
が
１
日
、
大
阪
府

皐
〈
阪
市
の
大
阪
璽
芙
学
で

行
わ
れ
急
胖
山
裕
太
十
段

（
配
）
に
、
露
贋
聖
虚
）
が
挑

む
。
昨
年
と
は
立
場
を
入
四
響

え
て
の
シ
リ
ー
ズ
。
待
ち
時
間
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